研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　青山荘　　　　　　　職　種　事務員　　　　　氏　名　　坂本　ルミ子

	期　　間　　平成　19　年　10　月　2日　～　平成　19　年　10　月　3　日

	出張目的　甲種防災管理者講習受講

	出 張 先　三沢国際教育センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【防火管理の重要性】

　自分達の生活の中で火災は避けられないのか・・・。防火に対する対策や十分な心構えをしていても

災害からは逃れられない、あるいは、ちょっとした不注意、こころの緩みの結果、重大な災害を引き起こしてしまう。財産や尊い人命まで一瞬にして失ってしまう火災。わが国では、年間約6万件を越える火災が発生。1日に約160件の火災が全国で発生している。火災はいつ、どこで、思いもよらない原因により発生するか分からない。さらに、放火や突然発生する地震などによる火災などを考えれば、どこに、どんな建物にも火災が発生する危険性が潜んでいる。多くの火災は、放火や人の不注意によって発生し、火災の発見の遅れ、初期消火の対応のまずさ、防火設備の不備などにより、被害を大きくしている。そこで火災の発生を未然に防止し、万が一火災が発生した場合でも被害を最小限にとどめるため、万全の対策を樹立し、実践しなければならない。「自分のところは自分で守る」が自主防火管理の原則。

建物を使用する人たちが協力し合い、一丸となって火災の発生を防ぐと共に、万一火災が発生した場合でも早期に発見し通報、初期消火や避難活動を行って、被害の拡大を防止する努力が大切。「法律で定められているから仕方なく行う」という気持ちではなく、日頃から防火設備の維持・管理に努め、いざという時に適切な行動がとれるよう訓練が不可欠である。

【防火管理者の責務】

　平素から避難誘導訓練の実施を怠った、また、管理権原者は適切な防火管理業務が行われているのかの監督義務を怠ったという火災事例を挙げる。「防火管理者として会社内での権限は明確にされず、発言権がなかった」と主張した防火管理者に対して「単に権限がないとの理由でその責務を放棄することなく、自らの権限においてできる限りに措置を講じるとともに、管理権原者に積極的に意見を上申する必要があった」との判決が下る。

　「仕方なく行う」という気持ちでは、効果的な防火管理が行えるはずがなく、「自分たちのために行う」という精神に立脚することが大切である。そして、その先に立って火災を予防し、人命の安全を確保するための防火管理業務を直接に担っているのが防火管理者である。防火管理者が自ら職責を自覚し、付与された権限を十分に行使して職務を遂行しなければ、適正な防火管理の推進を図ることができず、消防計画の実効性を確保することができない。日頃から自己研鑽に努め、消防計画に定められた防災管理対策を従業員等の協力を得て組織的に推進する必要がある。

【通報訓練】

　通報は簡単なようでも実際には慌ててしまい、正確に伝わらない。そこで実際に受話器を持ち、現場の状況が絵で記されたパネルを見ながら消防署員へ通報を行う。

　消防機関への通報は頻会にあるわけでもなく、状況を見て、それを落ち着いて正確に伝える事は容易ではなかった。言い慣れているはずの自分の住所や電話番号、近くの目印などは、パニック状態の中で一瞬にして消えてしまう。目で見て状況は分かっているが、焦りから伝えたい言葉が出てこなく、更にパニックに陥る。消防署員の適切な誘導尋問により何とか伝える。

　【消化訓練】

初期消火に失敗したために被害が拡大してしまった事例、消火器や屋内消火栓の使い方を知らなかったり、使い方が悪かったといった、消防用設備等に対する無関心さ操作要領の未熟さを防ぐため、消火器や屋内消火栓を使っての実践を行う。

（1） 消火器　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）屋内消火栓

1、 消火器を火元まで搬送。　　　　　　　　　　　　1、屋内消火栓を選定。

2、 消火器上部についている黄色の安全栓を抜く。　　2、起動ボタンを押し表示灯の点滅を確認

3、 ホースのノズルを握り燃焼物に向ける。　　　　　3、消火栓の扉を開く

4、 レバーを強く握り消化薬を放射。　　　　　　　　4、ホースを延長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5、開閉バルブを全開。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6、放水。

上記の操作を単独（消火器）および2人操作（屋内消火栓）で行う。

◎屋内消火栓の2人操作

	班員Ａ
	班員Ｂ

	起動ボタンを押し、消火栓箱の扉を開く。
	

	
	筒先とホースを取り出す。筒先と筒先側のホース1本を脇に抱えホース延長の準備をする。

	班員Ｂの取出したホースの放水口側を持ち余裕ホースを腰にとって班員Ｂの準備状況を見ながら「よし」と呼称する。
	

	
	班員Ａの合図でホースを延長し第2結合部まで延長し終わったころ「放水始め」と呼称。

	ホースの引っ張りを阻止しながら班員Ｂの合図により消火栓箱の開閉バルブを全開して送水する。

その後、延長されたホースの屈折などを点検しながら班員Ｂのところへ行き1～2歩後方でホースを持ち補助する。
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